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アップグレードと移行の概要
このガイドの手順では、CiscoUnified CommunicationsManager (Unified CommunicationsManager)
および Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service (IM and Presence Service)を
以前のバージョンから現在のバージョンにアップグレードする方法について説明しています。

すべてのアップグレードと移行パスの開始点として、このガイドの手順を使用してください。

このガイドで「アップグレード」という用語が使用されいる際は、アップグレードという用語

の用法に注意してください。

•「アップグレード」という用語は、すべてのクラスターノードがエンドツーエンドのプロ
セスに必要なステップを完了するシナリオを指します。結果として、クラスタ全体がアッ

プグレード先のバージョンで実行されます。この場合、アップグレードは「完了」と見な

されます。「アップグレード」のエンドツーエンドのプロセスは、すべてのノードがアッ

プグレード-非アクティブバージョンを完了し、すべてのノードがバージョンの切り替え-
リブートを完了し、すべてのクラスターノード間でデータベースのレプリケーションが完

了すると定義されます。アップグレード状況の確認については、手動でバージョンを切

り替える (クラスター全体)のセクションを参照してください。

•「非アクティブバージョン」または「非アクティブバージョンのアップグレード」とい
う用語は、1つ以上のクラスタノードで、切り替え-バージョン-再起動を実行しないまた
は実行する前に、非アクティブバージョンのみをアップグレードすることを意味します。

アップグレードの計画

1

cucm_b_upgrade-and-migration-guide_15_chapter3.pdf#nameddest=unique_16
cucm_b_upgrade-and-migration-guide_15_chapter3.pdf#nameddest=unique_16


アップグレードに関する推奨される考慮事項:

1. 「直接アップグレード」の方法を選択します。 [シンプルアップグレード]を選択すること
を推奨しますが、従来の単一ノードのアップグレード方法を実行することもできます。

「アップグレード方法」を参照してください。

2. 選択したアップグレード方法に関係なく、すべてのクラスターノードは以下を完了する必
要があります。

•無効なバージョンをアップグレード

•バージョンを切り替えて再起動する

3. すべてのノードで新しいバージョンを起動したら、データベースのレプリケーションがク
ラスタ内のすべてのノードで完了するのを待ってから先に進みます。

4. 「順序付けの規則と時間要件」の章で説明されているように、アップグレード計画のス
テップ 2に記載されているポイントがノードの順序付け規則に従うようにする必要があり
ます。

5. ステップ 2のすべての要件が完了していないと、アップグレードは完了していません。
Cisco Unified OS Administrationユーザーインターフェイスからアップグレードステータス
を表示するか、ステータスを監視するCLIコマンドを使用できます。すべてのクラスタで
ステップ 2の条件が満たされるまで、クラスタノードへのブロックおよび追加/更新/削除
の機能の可能性について警告するバナーメッセージがユーザーインターフェイスで表示さ

れます。

アップグレード方法
次の表では、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスで完了でき
るアップグレードのタイプ、およびアップグレードを完了するために使用できるアップグレー

ドツールについて説明します。
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドの種類

標準アップグ

レードを完了

するには、以

下のツールを

使用します。

• UnifiedOS
Admin

• CLI

• PCDアッ
プグレー

ドタスク

標準アップグレードは、アプリケーションソフトウェアを

アップグレードする必要があるが、基礎となるオペレーティ

ングシステムをアップグレードする必要がない場合の直接アッ

プグレードです。これは通常最も簡単なアップグレードの形

式で、OSが両方のリリースで同じである同じメジャーマイ
ナーリリースカテゴリ内からのアップグレードに適用されま

す。

リリース 12.5以降では、直接の標準アップグレードにより、
期間が大幅に改善され、手順が簡素化され、サービスへの影

響が軽減されました。

例: 12.5 (1)から 12.5(1)SU1へのアップグレード。

（注）

アップグレード前のリリースが 12.5 (1)以降である標準アッ
プグレードの場合、簡素化されたクラスター全体のアップグ

レードを使用して、クラスター全体をアップグレードできま

す。

直接標準アッ

プグレード

更新アップグ

レードを完了

するには、以

下のツールを

使用します。

•統合 OS
管理

• CLI

• PCDアッ
プグレー

ドタスク

直接のアップグレードの更新とは、アプリケーションソフト

ウェアと基礎となるオペレーティングシステムソフトウェア

の両方をアップグレードする必要がある場合の、直接アップ

グレードです。これは通常、1つのメジャーマイナーリリー
スから、2つのリリースでOSが異なる別のリリースにアップ
グレードする場合に使用されます。

例 : Pre-12.5.xソースからリリース 15への更新アップグレード
はサポートされていません。

直接のアップ

グレードの更

新
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドの種類

移行を完了す

るには、次の

ツールを使用

します。

• PCDの移
行

•データイ
ンポート

を伴うフ

レッシュ

インス

トール

直接移行では、直接アップグレードだけでは対処できない複

数の要素が存在する場合に「システムの再構築」が行われま

す。直接移行は次の場合に使用されます。

•サイトの移転

•目的のアップグレードでは、インフラストラクチャハー
ドウェアとプラットフォームを変更する必要があります。

例: ESXi 5.5の Unified CM 10.5(x)と Cisco UCS M3世代
ハードウェアを ESXi 7.0の 12.5(x)と Cisco UCS M5世代
ハードウェアにアップグレード。

• ESXiのアップグレードおよび/または Unified CM仮想マ
シン構成の変更

• Unified CMアドレス/ホスト名の変更

•希望するアップグレードには、ソースリリースに存在し
ない直接アップグレードパスが必要です。

例: ESXiの Unified CM 8.5(1)を ESXiの 12.5(x)にアップ
グレード—直接のアップグレードパスは存在せず、移行
が必須。

•「仮想から仮想 (V2V)」への移行。直接アップグレード
パスが存在する場合でも、継続時間、サービスへの影響、

短い停止期間など、アップグレードパスの複雑さの要因

を軽減するために直接移行が好まれます。

直接移行

アップグレードの計画
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アップグレー

ドツール

説明アップグレー

ドの種類

データイン

ポートを含む

インストール

を完了するた

めに CLIが使
用されます

フレッシュインストールとデータインポートは、リリース

10.5以降からリリース 15への直接アップグレードおよび直接
移行の代替方法です。これには以下が含まれます。

• 10xまたは 11xのソースリリースに
ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn COPファイルをインス
トールします。

•ソースリリースのデータを Secure FTP（SFTP）サーバー
にエクスポートします。

•リリース 15の新しい仮想マシンをインストールしてか
ら、このデータをインポートします (通常、応答ファイル
とインポートデータの両方が事前にステージングされる

タッチレスクラスターインストール)。

前のリリースにロールバックするには、

ciscocm.DataExport_rollback_v1.0.cop.sgn COPファイルをイ
ンストールします。

データイン

ポートでイン

ストール

詳細について

は、レガシー

リリースから

のアップグ

レードを参照

してくださ

い。

レガシーリリースとは、非常に古いソースリリースであるた

め、希望するアップグレードには直接アップグレードパスも、

ターゲットリリース15への直接移行パスもありません。唯一
のオプションは、PCD移行をサポートする新しいリリースへ
の直接アップグレードか、データインポートを使用したイン

ストールを行い、その後PCD以降または、データインポート
をリリース 15にフレッシュインストールします。

例: 10.5より前の Unified CMまたは 10.5より前の IM and
Presence Serviceから 15へのアップグレード希望。

レガシーリ

リースからの

移行

現行システムを記録する
アップグレードを開始する前に、現在のシステム設定内のバージョン管理を記録します。現行

システムで使用されているバージョンがわかったら、アップグレードの計画を開始できます。

次の作業が含まれます。

• Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスのアップグレード前バー
ジョン

•現在のハードウェアバージョン

• VMwareバージョン管理

アップグレードの計画
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VMwareは、Unified CM 8.xおよび 9.xでオプションの展開として
導入されました。リリース 10.x以降、VMwareは必須になりまし
た。

（注）

Pre-upgradeUpgradeReadinessCOPファイルを実行することでバージョン情報を取得できます。
詳細については、UpgradeReadinessCOPファイルの実行（アップグレード前）を参照してくだ
さい。

COPファイルでサポートされているアップグレードおよ
び移行パス

次の表では、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのリリース
15以降へのアップグレードでサポートされているアップグレードパスを示します。また、COP
ファイルを必要とするアップグレードパスも示します。アップグレードを開始する前に Cisco
Unified OS管理者インターフェイスを使用して、またはアップグレードまたは移行を開始する
前に、CiscoPrimeCollaborationDeployment（PCD）ツールを使用して、各ノードにCOPファイ
ルをインストールする必要があります。 PCDを使用している場合、アップグレードを開始す
る前に、COPファイルの一括インストールを実行できます。

特に明記されていない限り、各リリースカテゴリには、そのカテゴリ内の SUリリースが含ま
れます。

（注）

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの COPファイルは、
https://software.cisco.com/download/home/268439621からダウンロードできます。アップグレー
ドの移行先バージョンを選択したら、[UnifiedCommunicationsManagerユーティリティ（Unified
Communications Manager Utilities）]を選択して COPファイルの一覧を表示します。

必須ではありませんが、アップグレードを成功させるために、アップグレードの前にアップグ

レードの準備 COPファイルを実行することを強くお勧めします。 Cisco TACは、効果的なテ
クニカルサポートを提供するために、この COPファイルの実行を要求する場合があります。

（注）

アップグレードの計画

6

アップグレードの計画

COPファイルでサポートされているアップグレードおよび移行パス

cucm_b_upgrade-and-migration-guide_15_chapter3.pdf#nameddest=unique_11
https://software.cisco.com/download/home/268439621


ソースが FIPSモードおよび/または PCDが FIPSモードの場合、https://www.cisco.com/web/
software/286319173/139477/ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_CSCwa77974_
v1.0.k4.cop-ReadMe.pdfにある COPファイル
ciscocm.ciscossl7_upgrade_CSCwa48315_CSCwa77974_v1.0.k4.copに関する情報を参照してくだ

さい。このドキュメントでは、15以降の移行先バージョンへの直接アップグレードまたは直
接移行に必要な前提条件について詳しく説明します。

（注）

リリース 15以降への直接の標準アップグレードがソースリリースから利用可能な場合、シン
グルノードまたはクラスター全体のアップグレードのいずれかを選択できます。

クラスタ全体をアップグレードするときに、継続時間、ダウンタイム、サービスへの影響、ま

たは管理者の介入が最小になると予想される場合は、Unified OS Adminアップグレードまたは
CLIアップグレードを使用したUnifiedCMPublisher経由のクラスタアップグレードの詳細を示
す「クラスタ全体のアップグレードタスクフロー（直接標準）」手順を使用します。ここで

は、UnifiedCMPublisherのみをアップグレードし、クラスタ内の他のすべてのノードのアップ
グレードまたは再起動を調整します。

ソースをノードごとにアップグレードするか、ローカルのUnifiedOSAdminアップグレードま
たはCLIアップグレードを使用してシングルノードのみを使用する場合は、「クラスタノード
をアップグレードする（直接標準）」の項を参照してください。詳細については、『Cisco
Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイ
ド』を参照してください。

（注）

『アップグレードガイド』に記載されているとおり、アップグレード計画がノードのシーケン

スルールに従っていることを確認する必要があります。 IM and Presence Serviceノードのバー
ジョンを切り替える前に、まず Unified Communications Managerノードを切り替える必要があ
ります。パブリッシャノードから開始して、サブスクライバノードを開始します。

上記の順序に従わず、Unified Communications Managerパブリッシャノードがバージョン 15以
降に切り替わり、IM and Presence Serviceパブリッシャノードのバージョンが 12.5.xまたは 14
およびSUのままでアップグレードされていない場合、[ソフトウェアアップグレード（Software
Upgrades）]メニューの以下のページは IM and Presence Serviceノードでは表示されず、または
機能しません。

•クラスタの再起動/バージョンの切り替え

•クラスタソフトウェアロケーション

•ソフトウェアのインストールおよびクラスタのアップグレード

（注）
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Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 15以降のバージョンに
は、直接のアップグレードの更新でサポートされているパスはありません。12.5.x以前の更新
元からリリース 15以降へのアップグレードの更新はサポートされていません。

（注）

表 1 : Cisco Unified Communications Managerおよび IM Presence Serviceでサポートされているアップグレードパスおよ
び COPファイル

バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

なし15への直接アップグレードはサポートさ
れていません。移行先のバージョンが

15以上で、移行元のバージョンが 10.0
の場合、Cisco Prime Collaboration
Deployment (PCD)を移行に使用する必要
があります。

宛先バージョンが15以上で、ソースバー
ジョン 10.0が FIPSモードの場合、Cisco
Prime CollaborationDeployment (PCD)は非
FIPSモードである (または非FIPSモード
に設定されている)必要があります。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1510.0
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

なしpre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

15への直接アップグレードはサポートさ
れていません。移行先のバージョンが

15以上で、移行元のバージョンが 10.5
の場合、Cisco Prime Collaboration
Deployment (PCD)を移行に使用する必要
があります。

移行先のバージョンが 15以上で、移行
元のバージョンが 10.5が FIPSモードの
場合、次のいずれかになります。

• PCDが非 FIPSモードである（また
は配置されている）必要がありま

す。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1510.5

サポート

対象外

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

サポート

対象外

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先のバージョンが 15以上で、ソー
スバージョン11.0がFIPSモードの場合、
次のいずれかが該当します。

• PCDが非 FIPSモードである（また
は配置されている）必要がありま

す。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1511.0

サポート

対象外

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）

アップグレードの計画

10

アップグレードの計画

COPファイルでサポートされているアップグレードおよび移行パス



バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

サポート

対象外

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先のバージョンが 15以上で、ソー
スバージョン11.5がFIPSモードの場合、
次のいずれかが該当します。

• PCDが非 FIPSモードである（また
は配置されている）必要がありま

す。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1511.5

サポート

対象外

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）

アップグレードの計画
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COPファイルでサポートされているアップグレードおよび移行パス



バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

サポート

対象外

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行元バージョンが Unified
Communications Manager
（12.0.1.10000-10）のリリース 12.0 (1)で
ある場合、COPファイル
ciscocm-slm-migration.k3.cop.sgnをイ

ンストールする必要があります。これ

は、たとえば、リリース12.0(1)SU1のよ
うに、移行元バージョンの方が高い場合

には必要ありません。

PCD 15移行タスク
（V2V）

1512.0

サポート

対象外

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

サポート

される

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

OS管理
または

CLI経由

直接標準

アップグ

レード（シ

ンプルアッ

プグレー

ド）

1512.5

サポート

される

PCD 15
アップ

グレー

ドタス

ク経由

直接標準

アップグ

レード

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• Unified CMソースが 12.5.1.14900-63
より古い場合、
ciscocm.enable-sha512sum-2021-signing-key-v1.0.cop.sgn

のCOPファイルをインストールしま
す。

• IM and Presence Serviceの移行元が
12.5.1.14900-4より古い場合、
ciscocm.enable-sha512sum-2021-signing-key-v1.0.cop.sgn

のCOPファイルをインストールしま
す。

•移行先のバージョンが 15以上で、
ソースバージョン 12.5が FIPSモー
ドの場合、次のいずれかが該当しま

す。

• PCDが非FIPSモードである（ま
たは配置されている）必要があ

ります。

• PCDアップグレードタスクを使
用する代わりに、データイン

ポートでフレッシュインストー

ルを使用します。

• Cisco Prime Collaboration Deployment
を使用して、IMおよびプレゼンス
サービスクラスタをリリース 12.5.x
からリリース15以上にアップグレー
ドする場合、アップグレードを開始

する前に、リリース 12.5.xシステム
に次のCOPファイルをインストール
する必要があります。
ciscocm.imp15_upgrade_v1.0.k4.cop.sha512.

COPファイルは次の場合にのみ適用
できます。

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

• Unified Communications Manager
の移行先バージョンはリリース

15以上です。

• Unified Communications Manager
の宛先バージョンがリリース15
以降であり、IM and Presence
サービスのソースを制限付き

バージョンから無制限バージョ

ンにアップグレードしようとし

ています。

サポート

対象外

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先のバージョンが 15以上で、ソー
スバージョン12.5がFIPSモードの場合、
次のいずれかが該当します。

• PCDが非 FIPSモードである（また
は配置されている）必要がありま

す。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

サポート

対象外

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

サポート

される

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

（注）

リリース 14SU4から移行先バージョン
がリリース 15SU2以下（つまり 15また
は 15SU1a）の Unified Communications
Managerまたは IM and Presenceサービス
クラスタへのアップグレードは、サポー

トされておらず、有効なアップグレード

オプションとして表示されません。ター

ゲットアップグレードとして、14SU4
ソースを Release 15SU2以降にアップグ
レードする必要があります。詳細は

CSCwi85184を参照してください。

OS管理
または

CLI経由

直接標準

アップグ

レード（シ

ンプルアッ

プグレー

ド）

1514お
よび
SU

サポート

される

PCD
アップ

グレー

ドタス

ク経由

直接標準

アップグ

レード

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

•宛先のバージョンが15以上で、ソー
スのバージョンが 14で、SUが FIPS
モードの場合、次のいずれかになり

ます。

• PCDが非FIPSモードである（ま
たは配置されている）必要があ

ります。

• PCDアップグレードタスクを使
用する代わりに、データイン

ポートでフレッシュインストー

ルを使用します。

• Cisco Prime Collaboration Deployment
を使用して、IM and Presenceサービ
スクラスタを Release 14または SU
から Release 15以上にアップグレー
ドする場合、アップグレードを開始

する前に、Release 14またはSUシス
テムに次の COPファイルをインス
トールする必要があります。
ciscocm.imp15_upgrade_v1.0.k4.cop.sha512.
COPファイルは次の場合にのみ適用
できます。

• Unified Communications Manager
の宛先バージョンがリリース15
以上で、IM and Presenceサービ
スのソースノードが 14または
14SU1バージョンであること。

• Unified Communications Manager
の宛先バージョンがリリース15
以降であり、IM and Presence
サービスのソースを制限付き

バージョンから無制限バージョ

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

ンにアップグレードしようとし

ています。

（注）

リリース 14SU4から移行先バージョン
がリリース 15SU2以下（つまり 15また
は 15SU1a）の Unified Communications
Managerまたは IM and Presenceサービス
クラスタへのアップグレードは、サポー

トされておらず、有効なアップグレード

オプションとして表示されません。ター

ゲットアップグレードとして、14SU4
ソースを Release 15SU2以降にアップグ
レードする必要があります。詳細は

CSCwi85184を参照してください。

サポート

対象外

pre-upgrade-check COPファイルを実行し
ます。

移行の前に
ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

COPファイルをインストールする必要が
あります。

移行先のバージョンが 15以上で、ソー
スバージョン 14が FIPSモードで SUの
場合、次のいずれかが該当します。

• PCDが非 FIPSモードである（また
は配置されている）必要がありま

す。

• PCD移行タスクを使用する代わり
に、データインポートでフレッシュ

インストールを使用します。

PCD 15移行タスク
（V2V）

サポート

対象外

フレッシュインストー

ルとデータインポート

（V2V）

アップグレードの計画
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バージョ

ン切り替

え*（ソー
スから移

行先およ

びその

逆）

前提条件メカニズム通知先

（Destination）
ソー

ス

（Source）

• pre-upgrade-check COPファイルを実
行します。

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.CSCwi52160_15-direct-migration_v1.0.k4.cop.sha512

• ciscocm.DataExport_v1.0.cop.sgn

*バージョン切り替えとは、非アクティブバージョンとして新しいバージョンをインストール
して新しいバージョンに切り替え、必要なときにいつでも古いバージョンに戻す機能を指しま

す。この機能はほとんどの直接アップグレードでサポートされていますが、移行ではサポート

されていません。

PCDアップグレードと移行：上記の表の PCDアップグレードタスクまたは PCD移行タスクを
使用したすべてのサポートされているパスでは、PCDリリース15を使用する必要があります。

（注）

アップグレードツールを選択する
複数のメカニズムから選択できる場合に、使用するアップグレードツールを決定するのに役立

つ情報については、下の表を参照してください。

レガシーのアップグレードの詳細については、「レガシーリリースからのアップグレード」を

参照してください。

（注）

アップグレードの計画
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表 2 :アップグレード方法を選択する

アップグレードまたは移

行の完了方法

このメソッドの使用タイミング...サポートアップグレード方法

アップグレードタスクに

進みます。

次のような場合にこのツールを検討します:

• クラスタ全体のアップグレードを簡素化する
場合。

• アプリケーションソフトウェアのみを変更し、
ハードウェアまたはVMwareを更新しません。

• 直接アップグレードパスが存在します。

• Unified CMおよび IM and Presenceサービスの
みをアップグレードします。他の UCアプリ
ケーションはありません。

• 単一の Unified CMクラスタと単一の IM and
Presenceサブクラスタをアップグレードしま
す。

（注）

CLIアップグレードは、UnifiedOSAdminアップグ
レードと同じサポートを提供しますが、インター

フェイスは異なります。

Cisco Unified OS
AdministrationGUIまたは
CLIからの直接アップグ
レード（標準または更

新）。

Unified OS Adminまたは
CLIのアップグレード

アップグレードの計画
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アップグレードまたは移

行の完了方法

このメソッドの使用タイミング...サポートアップグレード方法

From Releaseは 10.x以降
です

1. Upgrade Readiness
COPファイルの実行
（アップグレード

前）

2. 「Cisco Prime
Collaboration導入ア
ドミニストレーショ

ンガイド」を参照し

て、アップグレード

または移行タスクを

実行します。

3. アップグレードの準

備COPファイルの実
行 (アップグレード
後)

（注）

Fromリリースが9.xより
前の場合、アップグレー

ドの準備 COPファイル
は機能しません。付録

のアップグレード前のタ

スクとアップグレード後

のタスクを手動で実行す

る必要があります。

次のような場合にこのツールを検討します:

• アップグレードするクラスターが複数ありま
す。

• クラスタに多数のノードがあり、スケジュー
ルを進めるためにアップグレードを調整する

のにはサポートが必要です。

• Cisco Unity Connectionや Cisco Unified Contact
Center Expressなど、他のアプリケーションを
アップグレードする必要があります。

Cisco Prime Collaboration
Deploymentのアップグ
レードタスク経由で直接

アップグレード (標準ま
たは更新)を処理しま
す。

PCDアップグレード

次のような場合にこのツールを検討します:

• VMwareを使用していない以前のリリースから
アップグレードしています。

• お使いのソースリリースは古いため、VMware
をサポートしていません。

• アプリケーションバージョンのアップグレー
ドに加えて、ESXiの更新も行う必要がありま
す。

• インフラストラクチャハードウェアとプラッ
トフォームを変更しようとしています。

• ソースリリースがpre-11.5バージョンから以前
にアップグレードされており、ディスク容量

不足の問題が発生しています。使用可能なディ

スク容量を最大にするために、最新のスタッ

クを再インストールする必要がある場合があ

ります。

• 一時的にコピーされたVMと必要なハードウェ
アに対して利用可能なインフラストラクチャ

があります。

Cisco Prime Collaboration
Deployment経由で移行を
処理します。

PCDの移行

アップグレードの計画
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アップグレードまたは移

行の完了方法

このメソッドの使用タイミング...サポートアップグレード方法

1. ソースリリースが

10.5、11.5、および
12.5.1から
12.5(1)SU4の場合、
COPをインストール
します。

2. CLIを実行してデー
タを SFTPにエクス
ポートします。

3. タッチレスインス

トール (インストー
ルガイドを参照)に
は、新しい応答ファ

イルフィールドと、

SFTPからデータを
インポートするため

の新しいインストー

ラGUIフィールドが
追加されました。

次のような場合にこのツールを検討します:

• 15への直接アップグレードの更新を実行した
くないが、それが利用可能な唯一の直接アッ

プグレードパスタイプの場合。

• 直接更新アップグレードの代わりに、PCDで
直接移行 (再アドレスと一時的な追加ハード
ウェアを含む)を行いたくはありません。

ソースリリースデータを

SFTPにエクスポートし、
そのデータのインポート

を使用して新しい 15ク
ラスタをタッチレスイン

ストールすることで、移

行を処理します。

データインポートを伴う

フレッシュインストール

要件および制約事項
次のセクションでは、このリリースへのアップグレードの要件と制限について説明します。

ハードウェア要件

次のタイプのハードウェアでホストされている仮想サーバに、UnifiedCommunicationsManager
と IM and Presence Serviceをインストールできます。現在の展開でこれらのサーバのいずれか
が使用されていない場合、サポートされているハードウェアプラットフォームに移行する必要

があります。

• Cisco Business Edition 6000または 7000アプライアンス

• VMware vSphere ESXi搭載の仮想化 Ciscoハードウェア（Cisco UCSや Cisco HyperFlexな
ど）

• VMware vSphere ESXi搭載のサードパーティの仮想化ハードウェア

要件とサポートポリシーは、これらのオプションごとに異なります。アップグレードを開始

する前に、現在のハードウェアが新しいリリースの要件を満たしていることを確認してくださ

い。要件の詳細は、[ https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
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virtualization/cisco-collaboration-virtualization.html ]に移動してUnified CommunicationsManagerお
よび IM and Presence Serviceアプリケーションのリンクをたどることで確認できます。

プラットフォームの要件

このセクションでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Service
をデプロイする前に満たすべきプラットフォーム要件について説明します。

このリリースでは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceを直接サー
バーハードウェアにインストールすることはできません。これらのアプリケーションは、仮想

マシンで実行する必要があります。

仮想マシン上でソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の作業を行う

必要があります。

•プラットフォームを設定します。

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定します。

最新の Unified Communications Manager互換/サポート対象の ESXi
バージョンは、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_
comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照し
てください。

（注）

• Ciscoが提供するそのリリースに適した OVAファイルから仮想マシンを展開します。使
用するインストール方法によっては、追加の手順が必要です。

仮想マシンの構成

アップグレードまたは移行を開始する前に、現在の仮想マシン (VM)ソフトウェアが新しいリ
リースの要件を満たしていることを確認してください。
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表 3 :仮想マシンの要件

説明項目

OVAファイルは、仮想マシン設定用の定義済みテンプレート一
式を提供します。これらは、サポートされている容量レベルや、

必要なOS/VM/SAN連携などの項目をカバーしています。Unified
CommunicationsManagerおよび IM and Presence Serviceアプリケー
ション用に提供されたOVAファイルからVM構成を使用する必
要があります。

OVAファイルから使用する正しい VM構成は、展開のサイズに
基づきます。 OVAファイルについての情報は、次の場所で
「UnifiedCommunicationsVirtualizationサイジングガイドライン」
を検索してくださいhttps://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/uc_system/virtualization/
collaboration-virtualization-sizing.html。

OVAテンプレート

互換性とリリースのサポート要件を満たすvSphereESXiハイパー
バイザーのバージョンをインストールする必要があります。

Cisco Prime Collaboration Deployment (PCD)を使用してアップグ
レードまたは移行を実行する場合、vSphere ESXiを正しいライ
センスタイプでインストールしていることを確認する必要があ

ります。 PCDは、vSphere ESXiのすべてのライセンスタイプと
互換性があるわけではありません。これらのライセンスの一部

は必要な VMware APIを有効にしないためです。

VMware vSphere ESXi

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Service
を、Business Edition 6000/7000アプライアンスまたはUC on UCS
テスト済み参照設定ハードウェアにデプロイする場合、VMware
vCenterは任意です。

VMware vCenterは、UCS仕様ベースおよびサードパーティサー
バ仕様ベースのハードウェアでUCに展開する場合に必須です。

VMware vCenter
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説明項目

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceの
新しいリリースにアップグレードするために、VMの vRAMを
変更する必要があるかどうかを確認します。

お使いの Unified Communications Managerまたは IM and Presence
Serviceでは、現在実行しているよりも多くの vRAMが必要な場
合があります。古いリリースバージョンに十分な vRAMサイズ
がない場合、 IM and Presence Serviceリリース 15への直接アッ
プグレードは失敗します。

ファイルシステムタイプとゲストOSパーティションは最新であ
る必要があります。そうでないと、スワップサイズ、パーティ

ションの問題、または第 3の拡張ファイルシステム (ext3)によ
り、Release15への直接アップグレードが失敗する可能性があり
ます。「アップグレード準備 COPファイル (アップグレード
前)」を実行して、アップグレードを妨げる可能性がある問題に
ついてシステムを確認します。これらの問題に直面した場合、

直接アップグレードの代わりに直接移行方法を使用したり、直

接アップグレードが成功するように、まずソースリリースをバッ

クアップまたは復元します。

Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceリ
リース 15バージョンには、より多くの GBと現在実行中のパー
ティションとは別のパーティションが必要になる場合がありま

す。UnifiedCommunicationsManagerおよび IM and Presence Service
リリース 15への直接アップグレードは、HDDサイズを手動で
110GBにサイズ変更した場合でも、すべての単一の80GBvDisk
展開で失敗します。

アップグレードの前にvRAMおよびvDiskの仕様書を確認して、
リリース 15のベース OVAの Readmeを参照するか、または
QuoteCollabツールを使用します。

詳細については、次を参照してください。

• VMwareを更新する仮想マシンの構成タスク。

• vDiskを更新するには、リリース 12.5または 14および SU
バージョンのいずれかを、ここで直接アップグレードが成

功した 110GBとして vDiskがインストールされた新しい
VMwareにバックアップまたは復元します。または、PCD
移行またはデータインポートタスク移行を伴うフレッシュ

インストールのいずれかを使用して、Unified CM Release 15
OVAテンプレートで展開された新しいノードに移動しま
す。

VM設定の仮想ハードウェ
アの仕様
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廃止された電話機のモデル

次の表では、Cisco Unified Communications Managerのこのリリースで廃止される電話機のモデ
ルと、その電話機モデルが最初に廃止される Unified CMリリースを示します。たとえば、最
初にリリース 11.5 (1)で廃止された電話機のモデルは、すべての 12.xリリースを含む以降のす
べてのリリースで廃止されます。

現行リリースのCiscoUnified CommunicationsManager にアップグレードしていて、これらのモ
デルの電話を展開している場合、その電話はアップグレード後に機能しなくなります。

表 4 :このリリースで廃止された電話機のモデル

初めて廃止予定となった日...このリリースで廃止された電話機のモデル

リリース 15廃止される追加のエンドポイントはありません

リリース 14廃止される追加のエンドポイントはありません

12.0(1)以降のリリース• Cisco Unified IP電話 7970G

• Cisco Unified IP Phone 7971G-GE

• Cisco Unifiedワイヤレス IP電話 7921G

11.5(1)以降のリリース• Cisco IP電話 12 SP+および関連モデル

• Cisco IP Phone 30 VIPおよび関連モデル

• Cisco Unified IP Phone 7902

• Cisco Unified IP Phone 7905

• Cisco Unified IP Phone 7910

• Cisco Unified IP電話 7910SW

• Cisco Unified IP Phone 7912

• Cisco Unifiedワイヤレス IP電話 7920

• Cisco Unified IP Conference Station 7935

追加情報については、「フィールドの通知」を参照してください。

推奨されない電話を含むアップグレード

以前のリリースでこれらの電話を使用していて、このリリースにアップグレードする場合は、

次の手順を実行します。

1. ネットワーク内の電話がこのリリースでサポートされるかどうかを確認します。

2. サポートされていない電話機を特定します。
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3. サポートされていない電話の場合は、電話の電源を切り、ネットワークから切断してくだ
さい。

4. 電話機ユーザーに対して、サポートされている電話機をプロビジョニングしてください。
移行 FXツールを使用して、古いモデルから新しいモデルの電話に移行できます。詳細に
ついては、「https://www.unifiedfx.com/products/unifiedfx-migrationfx#endpoint_refresh_tool」
を参照してください。

5. ネットワーク内のすべての電話がこのリリースでサポートされるようになったら、システ
ムをアップグレードします。

廃止された電話もアップグレード後に削除できます。アップグレードの完了後に管理者が

UnifiedCommunicationsManagerにログインすると、システムは警告メッセージを表示し、管理
者に廃止予定の電話機を通知します。

（注）

ライセンス

廃止された電話機をサポート対象の電話機に置き換えるために、新しいデバイスライセンスを

購入する必要はありません。廃止された電話機をシステムから削除するか、新しい Unified
CommunicationsManagerバージョンに切り替えて非推奨の電話機の登録に失敗した場合、デバ
イスライセンスが新しい電話機で使用可能になります。

ネットワーク要件

この項では、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを展開する前にネット
ワークが満たす必要がある要件を示します。

IPアドレスの要件

完全なコラボレーションソリューションは、多くのサービスが正しく機能するために DNSに
依存しているため、可用性の高いDNS構造を設定する必要があります。基本的な IPテレフォ
ニーを導入していて、DNSを使用したくない場合は、ゲートウェイおよびエンドポイントデバ
イスと通信するためにホスト名の代わりに IPアドレスを使用するようにUnifiedCommunications
Managerと IM and Presenceサービスを設定できます。

サーバが固定 IPアドレスを取得するように、静的 IPアドレスを使用するようにサーバを構成
する必要があります。静的 IPアドレスを使用することで、電話をネットワークに接続したと
きに、Cisco Unified IP Phoneをアプリケーションに登録することができます。

DNSの要件

次の要件に注意してください。

•混合モードのDNS導入はサポートされていません—Ciscoは混合モード導入をサポートし
ていません。 Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方が DNSを
使用するか、使用しないかのいずれかでなければなりません。
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•展開で DNSを使用する場合、Unified Communications Managerかつ IM and Presence Service
で同じ DNSサーバを使用する必要があります。 IM and Presence Serviceと Unified
Communications Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムが異常な動作をす
る可能性があります。

•展開でDNSを使用しない場合、以下の [ホスト名/IPアドレス]フィールドを編集する必要
があります。

•サーバ—Cisco Unified CMの管理サーバ構成ウィンドウで、クラスタノードの IPア
ドレスを設定します。

• IM and Presence UCサービス—Cisco Unified CMAdministrationUCサービス設定ウィン
ドウで、IM and Presenceデータベースパブリッシャノードの IPアドレスを指す IM
and Presence UCサービスを作成します。

• CCMCIPプロファイル—Cisco Unified CM IM and Presence管理CCMCIPプロファイル
の設定ウィンドウで、任意の CCMCIPプロファイルからホストの IPアドレスを指定
します。

•マルチノードに関する考慮事項—IM and Presence Serviceでマルチノード機能を使用してい
る場合、DNS設定オプションに関するマルチノードの導入に関する項を IM and Presence
Serviceの設定および管理ガイドで参照してください。

• DNSサーバがWindows2019以降で構成されているか、Linuxマシンで構成されているDNS
サーバを使用していることを確認します。

ファイアウォールの要件

ポート 22への接続が開き、スロットリングされないようにファイアウォールを構成している
ことを確認してください。 Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクラ
イバノードのインストール中、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の
接続が立て続けに開きます。これらの接続を調整すると、インストールが失敗する可能性があ

ります。セキュリティ全般については、CiscoUnified CommunicationsManagerセキュリティガ
イドを参照してください。

ファイアウォール機能はアップグレードやインストールの失敗の原因となることが知られてい

るため、アップグレード中やインストール中は [侵入者/侵入検知]および/または [ブルート
フォース攻撃]機能を無効にすることを推奨します。

（注）

ポートの使用の詳細については、 Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドの
「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用」の章を参照してくだ
さい。
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SFTPサーバーのサポート

以下の表示に記載されている情報を参考に、システムで使用するSFTPサーバソリューション
を決定してください。

表 5 : SFTPサーバ情報

情報SFTPサーバ

このサーバーはシスコが提供およびテストした唯一の SFTPサーバー
であり、Cisco TACが完全にサポートします。

バージョンの互換性は、使用しているUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Prime Collaboration Deploymentのバージョンに依存しま
す。バージョン（SFTP）または Unified Communications Managerを
アップグレードする前に、『Cisco Prime Collaboration Deployment
Administration Guide』を参照して、互換性のあるバージョンであるこ
とを確認してください。

Cisco Prime
Collaboration
Deploymentの SFTP
サーバ

これらのサーバーはサードパーティが提供およびテストしたもので

す。バージョンの互換性は、サードパーティによるテストに依存し

ます。テクノロジーパートナーの SFTPサーバまたは Unified
Communications Managerをアップグレードする場合、テクノロジー
パートナーのページで、互換性のあるバージョンを確認してくださ

い。

https://developer.cisco.com/ecosystem/cpp/services/

テクノロジーパート

ナーの SFTPサーバ

これらのサーバーはサードパーティが提供するものであり、CiscoTAC
はこれらのサーバーを正式にサポートしていません。

バージョンの互換性は、SFTPバージョンと Unified Communications
Managerバージョンの互換性を確立するためのベストエフォートに基
づきます。

（注）

これらの製品はシスコによってテストされていないため、機能を保

証することはできません。 Cisco TACはこれらの製品をサポートし
ていません。完全にテストされてサポートされるSFTPソリューショ
ンとしては、Cisco PrimeCollaborationDeploymentまたはテクノロジー
パートナーの SFTPサーバーを利用してください。

他のサードパーティの

SFTPサーバ

サブネットの制限

Unified Communications Managerを、多数のデバイスを含む大きなクラス Aまたはクラス Bサ
ブネットにインストールしないでください。詳細は、 Cisco Collaboration System 12.xソリュー
ションリファレンスネットワーク設計 (SRND)を参照してください。
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クラスタサイズ

クラスタ内のUnifiedCommunicationsManagerサブスクライバノードの数は、4つのサブスクラ
イバノードと 4つのスタンバイノード、合計 8つのサブスクライバを超えることはできませ
ん。 Unified Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバーおよびメディアサー
バーを含むクラスタ上のサーバーの合計数は 21を超えることはできません。

クラスター内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6です。

詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndの「Ciscoコラボレーションソリューション設

計ガイダンス」を参照してください。

IPサブネットマスク

24ビット IPサブネットマスクを使用している場合、次の形式を使用していることを確認して
ください:255.255.255.0。 255.255.255.000の形式は使用しないでください。 255.255.255.000も
有効な形式ですが、アップグレード中に問題が発生する可能性があります。問題を避けるため

に、アップグレードを開始する前に形式を変更しておくことをお勧めします。 set network ip
eth0 <server_IP_address> 255.255.255.0コマンドを実行することでサブネットマスクを変更で
きます。

他の形式はサブネットマスクでサポートされており、この制限は 24ビットのサブネットマス
クにのみ適用されます。

ソフトウェア要件

このセクションでは、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスの
アップグレードと移行のアプリケーションソフトウェア要件について記載しています。

Cisco Unified Mobile Communicatorのデバイス名

Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスのデバイス名が 15文字以下であることを確認して
ください。デバイス名がCisco UnifiedMobile Communicatorで 15文字以上の場合、デバイスは
アップグレード中に移行されません。

エクスポート制限付きソフトウェアとエクスポート制限なしソフトウェア

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのこのリリースでは、輸出制限
(K9)バージョンに加えて、輸出制限なし (XU)バージョンをサポートしています。

ソフトウェアの制限なしバージョンは、さまざまなセキュリティ機能を必要としない特定の顧

客のみを対象としています。制限なしバージョンは、一般的な導入を想定していません。

（注）

制限なしバージョンは制限付きバージョンと以下の点で異なります。

•ユーザペイロードの暗号化 (情報交換)はサポートされていません。
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• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ていません。

•制限なしリリースをインストールした後は、制限付きバージョンにアップグレードするこ
とはできません。無制限バージョンを含むシステムへの制限付きバージョンのフレッシュ

インストールもサポートされていません。

•単一クラスター内のすべてのノードは同じモードである必要があります。たとえば、同じ
クラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、すべて無制限
モードか、すべて制限モードである必要があります。

• IP電話のセキュリティ設定が変更され、シグナリングとメディア暗号化 (VPN電話機能に
より提供される暗号化を含む)が無効になります。

制限なしリリースをインストールした後では制限付きバージョンにはアップグレードできない

ことに注意してください。制限なしバージョンを含むシステム上で制限付きバージョンのフ

レッシュインストールを実行することは許可されていません。

（注）

すべてのグラフィックユーザインターフェース (GUI)およびコマンドラインインターフェース
(CLI)で、管理者は製品バージョンを表示できます (制限ありまたは輸出制限なし)。

次の表では、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのエクスポート制限な
しのバージョンでは利用できない GUI項目について説明しています。

説明LocationGUIアイテム

Cisco Unified CM管理

このメニューとそのオプショ

ンは利用できません。

高度な機能 > VPNVPNの設定

端末セキュリティモードが保

護なしに設定されているた

め、設定することはできませ

ん。

システム >セキュリティ > 電
話セキュリティプロファイル

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明LocationGUIアイテム

• XMPPクライアントから
IM/Pサービスのセキュア
モードを有効にする設定

を確認できません。

• [XMPPルータ間セキュア
モードを有効にする

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [ウェブクライアントで
IM/Pサービスセキュア
モードを有効化する

（Enable Web Client to
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• SIPクラスター内
Proxy-to-Proxy Transport
Protocolを TLSに設定す
るオプションが削除され

ました。

システム >セキュリティ > 設
定

セキュリティ設定

• Transport Preferred Order
パラメータのすべての

TLSオプションが削除さ
れました。

• TLSオプションが SIP
Route Header Transport
Typeパラメータから削除
されました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]の順に選択し、
[サービス（Service）]として
[Cisco SIP Proxy]を選択しま
す。

Cisco SIP Proxyサービスの
サービスパラメータ設定
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説明LocationGUIアイテム

OCS/Lyncへのドメイン間フェ
デレーションを構成する場

合、エンタープライズ内の別

の OCS/Lyncとは直接フェデ
レーションできることしかで

きないことを示す警告ポップ

アップが表示されます。エン

タープライズ外部のOCS/Lync
へのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされていません。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーションドメイ
ン

セキュリティモードを設定す

ることはできません。 TLSな
しに設定されている。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Inter-domain Federation）]>
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

TLSまたはHTTPSリスナを優
先プロキシリスナとして設定

することはできません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定

Unified CM 9.xからのアップグレード

UnifiedCommunicationsManager バージョン 9.xから 10.x以降へのアップグレードは、バージョ
ン 9.xで次のいずれかの名前の SIPプロファイルがある場合に失敗します。

•標準 SIPプロファイル

• Cisco VCSの標準 SIPプロファイル

• TelePresence電話会議の標準 SIPプロファイル

• TelePresenceエンドポイントの標準 SIPプロファイル

•モバイル端末用の標準 SIPプロファイル

これらの名前のSIPプロファイルがある場合は、アップグレードを進める前に、名前を変更す
るか削除する必要があります。

CLIで開始する IMおよび Presenceのアップグレードには OS管理者アカウントが必要で
す

utils system upgrade CLIコマンドを使用して IM and Presenceサービスノードをアップグレード
する場合、管理者権限を持つユーザーではなく、デフォルトの OS管理者アカウントを使用す
る必要があります。さもないと、アップグレードは必須のサービスをインストールするのに必
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要な権限レベルを持たず、アップグレードが失敗します。アカウントの権限レベルは、show
myself CLIコマンドを実行して確認できます。このアカウントには権限レベル4が必要です。

この制限は、CLIで開始される IMandPresenceサービスのアップグレードにのみ存在し、Unified
CommunicationsManagerには適用されません。また、この制限は新しい ISOファイルでは修正
されている可能性があることにも注意してください。特定の ISOファイルの詳細については、
ISOReadmeファイルを参照してください。この制限に関する最新情報については、CSCvb14399
を参照してください。

Microsoft SQL Serverのアップグレードに必要なデータベースの移行

Microsoft SQLサーバーを、IM and Presenceサービスを使用して、外部データベースとしてデ
プロイし、11.5(1)、11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2にアップグレードする場合、新しい SQL
サーバーデータベースを作成して、それを新しいデータベースに移行する必要があります。こ

れは、このリリースで強化されたデータ型のサポートに必要です。データベースを移行しない

場合、既存の SQLサーバーデータベースでスキーマ検証が失敗し、常設チャットなどの外部
データベースに依存するサービスは起動しません。

IMおよび Presence サービスをアップグレードしたら、次の手順で新しい SQL Serverデータ
ベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQL外部データベースには必要ありません。（注）

事前準備

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。CiscoTAC
に連絡してコピーを入手してください。

表 6 :

タスクステップ

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい (空の) SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、『
IM & Presenceサービス用データベース設定ガイド』の次の章を参照してくだ
さい:

1. 「Microsoft SQLのインストールとセットアップ」—アップグレードされ
た IM and Presenceサービスに新しい SQLサーバーデータベースを作成す
る方法の詳細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presenceサービスの外部データベースのセットアップ」—新し
いデータベースが作成されたら、この章を参照して、IMandPresenceサー
ビスの外部データベースとしてデータベースを追加します。

ステップ 2
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タスクステップ

システムトラブルシューティングを実行して、新しいデータベースにエラー

がないことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 3

すべての IM and Presenceサービスクラスタノードで Cisco XCP Routerを再起
動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）] > [コントロールセンタ
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバー（Server）]メニューで、IM and Presenceサービスノードを選択
して、[移動（Go）]をクリックします。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]の下で、[Cisco
XCPルータ（Cisco XCP Router）]を選択し、[リスタート(Restart)]をク
リックします

ステップ 4

外部データベースに依存するサービスをオフにする:

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [IM and Presenceサービス（IM and Presence Services）]で、次のサービ
スを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [Stop]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベース

MSSQL_migrate_script.sqlにデータを移行します。

（注）

Cisco TACに連絡してこのスクリプトのコピーを入手してください

ステップ 6
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タスクステップ

新しいデータベースにエラーがないことを確認するためにシステムトラブル

シューターを実行します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベースのトラブルシューティング ]セクションでエラーが表
示されないことを確認します。

ステップ 7

前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ]メニューから IM & Presenceノードを選択し、 [実行]をクリック
します。

3. [ IMおよびプレゼンスサービス]から次のサービスを選択します:

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCPファイル転送マネージャ

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが実行中で、Cisco Jabberクライアントからすべてのチャッ
トルームが表示されていることを確認します。新しいデータベースが機能し

ていることを確認してから、古いデータベースを削除してください。

ステップ 9

FIPSモードでのアップグレードの考慮事項

Unified Communications Managerリリース 12.5 SU1で FIPSモードを有効にすると、小さい方の
キーサイズの IPsec DHグループ 1、2、または 5が無効になります。 DHグループ 1、2または
5ですでに IPSecポリシーを設定しており、FIPSモードを有効にしている場合、Unified
Communications Managerリリース 12.5 SU1へのアップグレードはブロックされます。

Unified Communications Managerリリース 12.5 SU1にアップグレードする前に、以下のいずれ
かの手順を実行します。

•構成済みの IPsecポリシーを削除し、アップグレードを実行します。アップグレードが完
了したら、DHグループ 14–18で IPsecポリシーを再構成します。

• DHグループ 14-18をサポートするCOPファイル (latest_version.xxxx.cop.sgn)をインストー
ルし、IPsecポリシーを再設定してからアップグレードを実行します。
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Unified CommunicationsManagerリリース 15で FIPSモードを有効にすると、IPSec通信で 3DES
アルゴリズムがサポートされなくなります。すでに ESPおよび暗号化アルゴリズムを 3DES
として IPSecポリシーを設定しており、FIPSモードを有効にしている場合、Unified
Communications Managerリリース 15へのアップグレードはブロックされます。

COPファイルのインストール後に FIPSモードを無効にすると、IPSEC設定ページは表示され
ません。

（注）

リリース 15にアップグレードまたは移行する予定の場合は、3DESアルゴリズムを使用した
IPSecポリシーは FIPSモードではサポートされないことに注意してください。両方のノード
で、暗号化と 3DES以外の ESPアルゴリズムを使用する IPSecポリシーを削除して再作成し、
IPSecトンネルを確立するためのアップグレードまたは移行を計画する必要があります。

（注）

リリース 15SU3以降では、DHグループ 17および 18は使用できません。 DHグループ 17ま
たは 18を使用して IPSecポリシーを設定している場合は、以前に設定した IPSecポリシーを削
除し、サポートされているDHグループを使用してポリシーを再構成してから、アップグレー
ドを続行します。

重要

IPSecポリシーの設定についての詳細は、 Cisco Unifiedオペレーティングシステムの管理オン

ラインヘルプを参照してください。

IPsec要件

IPsecが証明書ベースの認証で構成されている場合は、IPsecポリシーで CA署名付き証明書が
使用されていることを確認してください。自己署名証明書による証明書ベースの認証を使用す

るように設定された IPsecで Unified Communications Managerをアップグレードしようとする
と、アップグレードは失敗します。 CA署名付き証明書を使用するように IPsecポリシーを再
構成します。

移行を開始する前に、クラスター内のすべてのノードで IPsecポリシーを無効にします。（注）
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リリース 15SU3以降では、DHグループ 17および 18は使用できません。

• DHグループ 17または 18を使用して IPSecポリシーを構成している場合は、以前に構成
した IPSecポリシーを削除し、サポートされている DHグループを使用してポリシーを再
構成してから、アップグレードを続行します。

•移行中（直接インストールまたはデータインポートによる新規インストール）、ベース
バージョンで DH 17および 18を使用して IPSecポリシーを構成している場合は、以前に
構成した IPSecポリシーを削除します。移行が完了したら、移行先でサポートされている
DHグループを使用してポリシーを再作成します。

重要

RSA暗号に関する考慮事項

暗号管理設定ページでは任意の数の暗号を設定できますが、キー交換に RSAに依存する次の
暗号のいずれかを使用している場合は、15SU3より前のリリースからアップグレードする前
に、互換性を維持するために少なくとも 1つ以上の強力な暗号を追加してください。

• AES128-GCM-SHA256

• AES256-SHA256

• AES128-SHA256

• AES256-SHA

• AES128-SHA

クラスタ間ピアのサポート

IMandPresenceServiceは、異なるソフトウェアのバージョンを実行しているクラスタへのクラ
スタ間ピアをサポートします。サポートされているドメイン間フェデレーションを確認するに

は、 Compatibility Matrix for Cisco Unified Communications Manager and IM and Presence Serviceの
「クラスタ間ピアリングのサポート」を参照してください。

アップグレード中の Spectre/Meltdownの脆弱性

Unified Communications Manager、Cisco IM and Presence Service、Cisco Emergency Responder、
Cisco Prime Collaboration Deploymentのリリースには、Meltdownおよび Spectreマイクロプロ
セッサの脆弱性に対処するソフトウェアパッチが含まれています。

リリース 12.5 (1)以降にアップグレードする前に、チャネルパートナーまたはアカウントチー
ムと協力して、Cisco Collaborationサイジングツールを使用して、現在の展開とアップグレー
ドした展開を比較することをお勧めします。必要に応じて VMリソースを変更し、アップグ
レードした展開で最高のパフォーマンスが得られるようにします。
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10.5(2)からのアップグレードと移行を壊す重複する ENUMS

リリース 10.5 (2)または 11.0 (1)から新しいリリースに直接アップグレードまたは直接移行す
る場合、古いロケールのインストールに問題があり、アップグレードと移行が失敗します。こ

の問題は、次の Unified CM結合ネットワークロケールのいずれかがインストールされている
場合に発生します。

• cm-locale-combined_network-9.1.2.1100-1

• cm-locale-combined_network-10.5.2.2200-1

• cm-locale-combined_network-11.0.1.1000-1

この問題は、次の Unified CMロケールが同じクラスタに同時にインストールされている場合
にも発生する可能性があります。

• cm-locale-en_GB-9.1.2.1100-1

• cm-locale-pt_BR-9.1.2.1100-1

• cm-locale-en_GB-10.5.2.2200-1

• cm-locale-pt_BR-10.5.2.2200-1

• cm-locale-en_GB-11.0.1.1000-1

• cm-locale-pt_BR-11.0.1.1000-1

アップグレードが失敗しないようにするには、Unified Communications Managerと電話機のロ
ケールのインストールを更新して、2017年 8月 31日より後の日付のロケールを使用してくだ
さい。この問題は、2017年 8月 31日以降に発行されたロケールファイルには存在しないため
です。ロケールのインストールを更新したら、アップグレードまたは移行を開始できます。

ワークロードの詳細については、「https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCuz97687」を
参照してください。

ライセンス要件

以下のセクションでは、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのライ
センス要件に関する情報を提供します。

スマートソフトウェアライセンシングの概要

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して
います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、

ライセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。 Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。
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Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマートライセンシングでは次のことを実行できます。

•ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

•各ライセンスタイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによるライセ
ンス認証の更新

•ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる登録解
除

ライセンス認証は 90日間有効で、更新は 30日に 1回以上行われます。 Cisco Smart Software
Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しないと、認証の期限は 90日
後に切れます。

Cisco Smart Software Managerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）

スマートライセンシングの導入オプションには、主に次の 2つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Managerサテライト

リリース 15SU2以降、スマートライセンシングのトランスポートモードとしてのCall Homeは
廃止されました。スマートトランスポートモードは、スマートライセンスに導入された新し

いトランスポートモードです。アップグレード後または移行後、smartreceiver.cisco.com
への接続が確立すると、Unified CommunicationsManagerは Smart Transportに自動的に移行され
ます。接続に失敗した場合、Unified Communications Managerは Call Homeにフォールバック
します。 Smart Transportを使用するには、[ライセンス管理 ]で転送モードを Call Homeから
Smart Transportに切り替える必要があります。詳細については、Cisco Unified Communications
Managerシステム設定ガイドの「スマートソフトウェアライセンシングへの接続を構成（リ
リース 15SU2以降に適用）」項を参照してください。

重要
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Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Managerは、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。 Unified Communications Managerが直接またはプロキシサーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart SoftwareManagerによって、次のこ
とを行うことができます。

•ライセンスの管理およびトラック

•バーチャルアカウント間でのライセンスの移動

•登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシサーバを導入することができます。

Ciscoスマートソフトウェアマネージャに登録されている Unified Communications Managerを
15より前のリリースからリリース 15以降にアップグレードする場合、Cisco Unified
Communications Managerは製品インスタンスの Ciscoスマートソフトウェアマネージャ UIで
製品バージョンを 15に更新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerの詳細については、https://software.cisco.comに進みます。

Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Managerサテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Managerが直接 cisco.comに接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.comでホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.comに直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Managerサ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。

•接続（Connected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの直接の接続があ
る場合に使用されます。スマートアカウントの同期が自動的に実行されます。

•切断（Disconnected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの接続がない場
合に使用されます。 Smart Accountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする
必要があります。

デュアルスタックモードで実行される Unified CMは、IPv4アドレスと IPv6アドレスを使用し
て構成されたサテライトをサポートします。

（注）
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Ciscoスマートソフトウェアマネージャサテライトに登録されている Unified Communications
Managerを15より前のリリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnified
Communications Managerは製品インスタンスの Ciscoスマートソフトウェアマネージャ UIで
製品バージョンを 15に更新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerサテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.htmlに進みます。

スマートソフトウェアライセンシングの最小 TLSバージョン管理

スマートソフトウェアライセンシングは、Unified Communications Managerが制御するシステ
ム、デバイス、プロセス間の接続を保護および制御し、音声ドメインへのアクセスを防ぐTLS
機能を利用します。

サポートされているTLSバージョンは、TLS 1.0、1.1、1.2、および 1.3です。最小のTLSバー
ジョンを設定すると、最小バージョンとそれ以上のバージョンの両方がサポートされます。

Smart Transportは TLS 1.3プロトコルをサポートしています。 Smart Call Home機能を使用する
スマートソフトウェアライセンシングは、TLS 1.3プロトコルをサポートしないため、Unified
CMで設定された最小の TLSバージョンにフォールバックします。これは、TLS 1.3より上位
の TLSバージョンをサポートしていない古いバージョンの Unified Communications Managerへ
の接続が機能しないためです。

最小TLSバージョンを設定する前に、以下の製品が、設定済みの最小TLS以上の選択したバー
ジョンのセキュアな接続をサポートしていることを確認してください。この要件が満たされな

い場合は、選択した最小TLSバージョンの相互運用性をサポートするバージョンに製品をアッ
プグレードし、最小TLSバージョンを設定する際にそれ以上にアップグレードしてください。

• Cisco Unified Communications Manager

• IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection

• Cisco Emergency Responder

• Cisco Unified Contact Center Express

ライセンスタイプ

ニーズをカバーするために、次のライセンスタイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提

供します。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフト

ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。
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Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザ

ライセンス、ソフトクライアントが含まれています。 UCLは、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、

「http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/
index.html」を参照してください。

Session Management Edition

Session Management Editionは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。UnifiedCommunicationsManagerと同じプ
ロセスを使用して Session Management Editionを登録し、Cisco Unified Communications
Managerが登録されている仮想アカウントまたは別の仮想アカウントに登録し、最小限の
ライセンス要件を満たすことができます。

特定ライセンス予約 (SDSL)に登録された SMEには、SDSL承認コードの生成中に CSSM
に予約された最小ライセンスセットが必要です。

（注）

製品インスタンスの評価モード

Unified Communications Managerは、インストール後 90日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）

90日の評価期間を使用して実行している間、セキュアSIPトランクを導入することはできませ
ん。セキュア SIPトランクを導入するには、製品登録トークンで [輸出規制による機能限定の
許可（Allow export-controlled functionality）]を選択した Smart Software Managerアカウントに
システムを登録してある必要があります。

（注）

特定のライセンスの予約

Specific License Reservation（SLR）を使用すると、お客様は、仮想アカウントからライセンス
を予約でき、それをデバイス UDIと関連付け、オフラインモードで予約済みライセンス付き
デバイスを使用できます。この場合、バーチャルアカウントから UDI用の特定ライセンスと
数量を予約します。以下のオプションは、特定予約向けの新機能および設計要素の説明です。

アップグレードの計画

43

アップグレードの計画

製品インスタンスの評価モード

http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.html
http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.html


表 7 :特定ライセンス予約コマンド

説明コマンド

このコマンドを使用してライセンスの予約機能を有効にします。license smart reservation enable

ライセンスの予約機能を無効にするには、このコマンドを使用

します。

license smart reservation
disable

このコマンドを使用して予約リクエストコードを生成します。license smart reservation
request

承認コードがインストールされる前にこのコマンドを使って予

約プロセスをキャンセルします。

license smart reservation cancel

このコマンドを使用して、Cisco Smart SoftwareManagerで生成さ
れたライセンス予約認証コードをインストールします。

license smart reservation install
"<authorization-code>"

このコマンドを使用して、インストールされているライセンス

予約認証コードおよび予約された権利のリストを削除します。

デバイスは未登録の状態に戻ります。

license smart reservation return

このコマンドを使用して、ユーザが入力したライセンス予約認

証コードを削除します。

license smart reservation
return-authorization
"<authorization code>"

12.0から上位バージョンにアップグレードし、アップグレードしたサーバーでライセンス予約
機能を有効にする場合は、予約機能を有効にする前に、CCOから
ciscocm-ucm-resetudi.k3.cop.sgnをダウンロードして、アップグレードされたCUCM
にインストールする必要があります。

（注）

ライセンス予約が有効になっている 12.5システムを 14にアップグレードする場合は、「Cisco
Unified Communications Managerシステム設定ガイド」を参照してください。

（注）

IM and Presence Serviceライセンス要件

IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスまたはソフトウェアバージョンライセンス
は不要です。ただし、ユーザーを割り当て、割り当てられた各ユーザーに対して IMandPresence
Serviceを有効にする必要があります。
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すべてのユーザー向けの Jabberでは、IM and Presence Service機能を有効にするために、エン
ドユーザーライセンスは必要ありません。詳細については、「Jabber for Everyone向けクイッ
クスタートガイド」を参照してください。

（注）

各ユーザーに関連付けたクライアントの数に関係なく、ユーザーごとに IMandPresenceService
を割り当てることができます。 IM and Presence Serviceをユーザーに割り当てると、そのユー
ザーは IMや空き状況の更新を送受信できるようになります。 IM and Presence Serviceが有効に
なっていない場合、ユーザーは IM and Presence Serviceサーバーにログインして他のユーザー
の空き状況を表示したり、IMの送受信を行うことができません。また、他のユーザーは彼ら
の空き状況を確認することができません。

次のいずれかのオプションを使用して、 IM and Presence Serviceユーザを有効にできます:

• [エンドユーザー設定]ウィンドウは、Unified Communications Managerにあります。詳細
については、Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイドを参照
してください。

•一括管理ツール (BAT)

• IM and Presence Serviceを、Unified Communications Managerの [クイックユーザー/電話追
加]ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに割り当てます。

詳細については、Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。

IM and Presence Service機能には、User Connect Licensing（UCL）と Cisco Unified Workspace
Licensing（CUWL）の両方が含まれます。IMandPresenceService機能は、UnifiedCommunications
Manager IPテレフォニーユーザーでないユーザーも、Jabber for Everyoneのオファーで取得で
きます。詳細については、「Jabber for Everyone向けクイックスタートガイド」を参照してく
ださい。

関連ドキュメント
以下のドキュメントには、特定のケースでアップグレードするのに役立つ追加のサポート情報

が含まれています。

タスク

仮想プラットフォームをセットアップする方法については、

仮想サーバ上の Cisco Collaboration を参照してください。詳
細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-guides-list.htmlを参照してください。

仮想Ciscoハードウェアをセッ
トアップします。
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タスク

参照先:

• Cisco Business Edition 6000および 7000の設置ガイド
—https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/business-edition-6000/
tsd-products-support-series-home.html

• Cisco Business Edition 6000および 7000インストールガイ

ド:https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/business-edition-7000/
tsd-products-support-series-home.html

Cisco Business Edition 6000/7000
アプライアンスのセットアッ

プ

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-manager-callmanager/
products-installation-guides-list.htmlの Cisco Unified

Communications Managerの単一サーバーまたはクラスタを交

換する

構成を維持しながら既存の

ハードウェアを置き換え

VMwareの要件とベストプラクティスについては、
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_
system/virtualization/cisco-collaboration-virtualization.htmlを参照
してください。

VMwareベンダーのドキュメントについては、
http://www.VMware.comを参照してください。

VMwareの要件を確認する

これらのドキュメントには、アップグレードしたシステムの

計画とサイズ設定に役立つ情報も含まれています。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
unified-communications-system/
products-implementation-design-guides-list.htmlの Cisco
Collaboration Systems Solution Reference Network Designs

（SRND）

• Cisco Preferred ArchitectureガイドおよびCisco検証済み設

計ガイドは、 http://www.cisco.com/c/en/us/solutions/
enterprise/design-zone-collaboration/index.htmlにあります。

• http://ucs.cloudapps.cisco.com/のCollaborationVirtualMachine
Replacementツール。

• http://www.cisco.com/go/quotecollabの Cisco Quote Collab
Toolツール。

• http://tools.cisco.com/cucstでCiscoコラボレーションサイジ
ングツールを入手してください。

プランニングとサイジングに

関するその他のリソース
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


